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①開始音 ②予備拍 ③手で拍子 ④音程 ⑤リズム ⑥ブレス ⑦発声・姿勢
　以上，１．の習得状況の記録，２．の授業に参加
してのアンケート調査から，受講者が『コールユー
ブンゲン』の課題学習過程から歌うときの注意点を
理解していく様子をみることができた。図１～図４
により，形成的評価（指導過程における評価）とし
て指導方法への研究課題も分かり，このことを参考
として指導にあたりたい。
Ⅳ　まとめ
　『コールユーブンゲン』を歌う時の注意点につい
て尋ねた調査結果は全般的に良く理解できたとの回
答であった。特に音程について気をつけるように
なったとの回答が多かったことは指導成果として評
価できる。この結果が実際の歌唱力として歌の歌唱
へとつながり，応用できるように指導していきたい。
歌唱教材として音楽教育に用いられている『コール
ユーブンゲン』を保育者養成に合わせて指導するこ
とで，受講者には段階を経た音楽的基礎能力の習得
になっていると考える。
　また，指導をしながら気づいた点は，基礎指導で
正しい音程やリズムを習得するまでの指導の方向性
として，呼吸と姿勢のバランスがとれずに上手く歌
えない場合があること，理論上での理解だけでは表
現につなげにくいことがあげられる。そこで，呼吸
と合わせて身体で理解できるような指導が必要であ
ると考える。身体的に理解するためには，例えば，
音楽教育学者のダルクローズが唱えているリトミッ
クなどを応用することで，リズムを身体に覚えてい
く指導も考えられる。今後，そうした指導法も加え
ながら研究を深めたい。
　保育者となった時の保育現場の指導では，発達段
階として乳幼児期に聴覚の発達がめざましいことを
念頭におき，音に対してしっかりと意識を向け，子
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ども達の歌に耳を傾けた指導をしてもらいたい。ま
た，歌うことに対して，正確な音程，リズムをとる
ことで，自在な歌唱表現を習得し，楽しみながら子
ども達への歌唱指導をしていってもらいたいと願
い，歌唱力育成指導のまとめとする。
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